


平成18年度市民意識調査結果

市
で
は
、
第

3
次
魚
津

市
総
合
計
画
基
本
構
想
に

掲
げ
る
市
の
将
来
都
市
像

「
人
と
自
然
と
文
化
が
共
生

す
る
元
気
都
市
魚
津
」
の

実
現
に
向
け
、
平
成
問
年

4
月
か
ら
総
合
計
額
第

8

次
基
本
計
箇
の
も
と
、
各

種
施
策
の
展
開
を
図
っ
て

い
ま
す
。

本
計
画
で
は
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
満
足
度
を
施
策

実
現
の
目
標
値
に
掲
げ
て

お
り
、
そ
の
数
値
の
把
握

の
た
め
、
平
成
行
年
度
か

ら
毎
年
意
識
調
査
を
実
施

し
て
お
り
、
こ
の
た
び
平

成
均
年
度
の
調
査
結
果
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
概

要
を
報
告
し
ま
す
。

。市民意識調査の概要@

※図中の百分率は、少数第 2位を四捨五入し、

百分率で表記しています。そのため百分率

の合計が100%にならない場合があります。

-調査対象魚津市に居住する20歳以上の男女

・調査対象数 1，000人

・抽出方法層化無作為抽出法

.調査期間平成18年10月19日(木:)""'-"11月2日(木)
・調査方法郵送返送方式

・回収数 636(平成17年度:636) 
・回収率 63.6%(平成17年度:63.6%) 
・回答者の'1生月Ijと年齢構成(カッコは平成17年度数値)

無回答

1.3%(2.2%) 

70歳以上

0.8% (15.9%) 無回答 3.8%(9.7%) 

女性
52.4% 
(51.9%) 
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平成18年度市民意識調査結果

。市民意識調査の繍EE・
《市民満足度》
まちづくりや子育て支援・社会教育・生涯学習、環境対策、市政運営など27項目について満足度を

答えて頂きました。

現状に対する評価で、「どちらかといえばそう思う」と回答した人が一番多かったのは、「魚津市に

住み続けたいと思うJ(62.7%) という項目でした。次に「広報うおづ」や市のホームページ、ケーブ

ルテレビで市政に関する情報を十分に知ることができるJ(57.4%)、「身近な生活道路が整備され、市

内外への運動や買い物が安全で快適・便利に行えているJ(41.8%) となっています。

満足度の高い項目(上位 5項目:%) 

魚津市に住み続けたいと思う

「広報うおづ」や市のホームページ・ケーブルテレ
ビで市政に関する情報を十分に知ることができる

身近な生活道路が整備され、市内外への通勤や
買い物が安全で快適・便利に行えている

豊かな自然環境が保全されている

市街地にはゴミがなく、 きれいだと思う

41.8 

37.1 

36.5 

57.4 

一方「どちらかといえばそう思わなし¥Jと回答した人が一番多かったのは、「施設や道路の案内表示

など、外国人が訪れやすいまちづくりが進んでいるJ(46.5%上次に「身近な公園が、地域の憩いの場、

ふれあいの場となっているJ(45.0%に「市街地整備など、都市基盤が十分に整備されているJ(39.3%) 

となっています。

不満度の高い項目(上位 5項目:%) 

施設や道路の案内表示など、外国人が訪れや
すいまちづくりが進んでいる

身近な公園が、地域の憩いの場、
場となっている

ふれあいの

市街地整備など、都市基盤が十分に整備され
ている

産業や市民の活動など、以前よリもまちに活気
がでてきた

まちづくりについて、市民が積極的に提案、参
加できる機会が十分にある

2007年.2月号

33.0 

32.7 

46.5 

45.0 

39.3 
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平成18年度市民意識調査結果

.項目別結果 ※上段:平成18年度数値、下段:平成17年度数値(単位:%)0 (一)は平成17年度数値なし。

満足度調査27項目についての「満足ム「不満足」の結果については、次の通リとなっています。

!どち己がどi悩まそう恵う ; ①まちづくり
13.5園鶴揖鰭舗 都市と自然との調和が取れた適正な土地利用が行われて

(16.2)ーーーーいる
16.5摘魁睡誼歯語 中山間地域や海岸部に、市民や観光客が多く訪れ、

(10.4)・悶悶際 水産体験活動が盛んに行われ、交流が進んでいる

農林

19.0 .. _1産業や市民の活動など、以前よりもまちに活気が出てき

(16.8)・・・・・ーた
15.1 

市街地整備など、都市基盤が十分に整備されている
(24.4) 

~~1亙 身近な生活道路が整備され、市内外への通勤や買い物が

どちらかといえばそう思わない i

燭盟副躍轟繭画面壇醤幽30.7 
(29.7) 

監理踊幽撞轟櫨謹醤歯菌臨機l39.3 

ーーーーー(20.0)
33.0 

(38.2) 量量圃歯菌舗圃歯菌掴幽幽歯菌誕

鴎審議髭語圏覇麗盟26.7 

37.9 
(35.8) 

(ー);安全で快適・便利に行えている I (一)

23.0 
(26.1 ) 

北アルプスや富山湾の眺望など、票観を生かしたまちづ

くりが進んでいる

27.4 
(27.8) 

24.7 

17.6 恵まれた豊かな自然を生かした公園(松倉、片貝県定公 l~!:犠縄轟轟議語圏薗蹴

(-)  1園など)で、自然を体感し、満喫することができている I (一)

15.1 身近な公園が、地域の憩いの場、ふれあいの場となって

(ー)Iいる I (一)

地区の公民館活動が活発に行われている

園田園園圃麗甑舗躍謹 公民館を拠点、として、住民が地域活性化(地域振興や地

(ー)I域の身近な課題の解決)に活発に取り組んでいる I (一)

15.6 
(15.1) 

21.5 

28.5 

強悶

7.1歯車庫 施設や道路の案内表示など、外国人が訪れやすいまちづ

(9.4)翻聞隠 くリが進んでいる 極通語描画面鑑盈盛盈盆誕出週

盤E
閣趨漣

どちらかといえばそう思う ②子育て支援・社会教育・生涯学習・文化活動 ;どちらかどいえはそラ恵b恥 :

26.9 
(32.5) 

髭娼静臨週幽櫨謡詰謡i保育所や子育て支援センターなど、

境が整備されている

子育てがしやすし¥環 除 1蒋椋轟盛18.6
・・圃園周属 (17.6)

20.3踊歯髄輔薗函樹 あなたの職場では育児休暇が取リやすい環境が整ってい

(14.9)・・・・・る
幽置置画面幽園田画面画面画面画面31.3 

(25.3) 

22.8 
(29.6) 

曹盟国居品目国ー圃園田E 圃圏直ー 市、県や民聞が実施する生涯学習講座が充実し、利用し ?ーーーー16.0

14.8 

m やすくなっている 罰則聞眠(12.7)

自己の充実や生活向上のため、様々な講座や団体活動に

(-) I参加するなど、生涯学習に取リ組んでいる (一)

29.4 
(37.3) 

髭遁圃圃誼醤画面量轟画面直面盟 郷土の歴史や伝統などが継承され、

が豊かである

自然に育まれた文化 I!:~';，瞥場場・ 19.0
圃圃圃園田 (14.6)

12.4 

12.6 

様々な芸術文化活動に触れることにより、

(-) I解が深まり、教養が高まっている

芸術文化の理

明日の魚津を担う青少年が心身ともに健全で、健やかに

(一)I成長している

24.8 
! (一)

27.0 
(一)

35.7 

どちらかといえばそう思う

37.1臨 F ぺ脳 ー μ

③環境対策 どちらかといえばそう思わない

(27.7) 

野司圃園田圃誼臨画櫨麗壇画留連盟36.5 
(34.1) 

豊かな自然環境が保全されている

市街地にはゴミがなく、 きれいだと思う

14.5 
(17.8) 

25.3 
(24.2) 
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平成18年度市民意識調査結果

l どちらかといえばそう思わない :

32.7 圏直・・・圃圃圃-圃圃圃-語電E

;どちらがどL況はJぞう憩う : ④市政運営
5.7. まちづくリについて、市民が積極的に提案、参加できる

(一)I機会が十分にある

8.5・E市民の市政への参加が進んで、 市民の声が生かされるよ ーーーーーーーー29.4
(13.7)翻聞隠 うになってきている 量圃圃圃圃圃.(24.8) 

「広報うおづ」や市のホームページ、ケーブルテレビで E・6.1
市政に関する情報を十分に知ることができる 叡 (5.0)

国軍9阻E・E ・-圃圃l脳

29.4 
(28.0) 

9.7" 市が実施している事業について、市民に対する説明が十
(12.3)翻聞随 分に行われていると思う

-・.10.7m膿(6.9)

・・・・・18.2
翻聞際(12.1)

圃・7.7
I (-) 

市役所窓口での待ち時間が以前よリ短くなったと思う

27.2・・・・・・・ 市役所の対応が以前より迅速で、適切になったと思う
(36.5)園圃圃圃圃圃圃圃E

堕~
魚津市に住み続けたいと思う

(一)I 

35.1 
(42.5) 

《市民の日頃の取組みゃ意識について》
行政の取組みに対する満足度とは別に市民の方々の日頃の取組みゃ意識についてもお聞きしています。

福
祉
対
策
や
環
境
保
全
等
へ
の
取
組
み

に
つ
い
て

高
齢
者
や
障
害
者
に
対
し
協
力
し
た
い
と
思

う
気
持
ち
に
つ
い
て
は
、
前
回
よ
り

μ
ポ
イ
ン

ト
増
の
日
・
1
%
"
か
「
そ
う
思
う
」
と
回
忽
円
環

境
保
全
へ
の
取
り
組
む
意

¥
ノ

〉

3

欲

に

つ

い

て

も

祭

イ

ン

偏

皮

革

脳

砂

卜
増
の
日
・
9
%
“
か
「
そ
川
ド
〆
レ通
唱
‘

う
思
う
」
と
回
答
し
て
い
三
村一ぱ
》
筑

M
d吻

/

〈

/
l

J
γ
fυ
UA
Q
-

ま
す
o

f

k

h

¥

d

d

k
は
零

省

エ

ネ

ル

ギ

ー

へ

の

取

穏

組
み
お
よ
び
水
資
源
を
守
る
取
組
み
に
つ
い
て

は
、
「
現
在
行
っ
て
い
る
」
と
の
回
答
は
そ
れ
ぞ

れ
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
「
今
後
行

い
た
い
」
と
の
回
答
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

地
産
地
消
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て

魚
津
で
と
れ
た
農
産
物
や
海
産
物
の
毎
日
の

食
事
の
利
用
頻
度
に
つ
い
て
は
、
お
・
5
%
(
平

成
げ
年
度
幻
・
6
%
)
の
人
が
「
ほ
ぼ
毎
日
」
と

回
答
し
て
い
ま
す
。

「
ほ
ぼ
毎
日
」
「
週
に
4
1
5
回
」
「
週
に
2
1
3

回
」
利
用
し
て
い
る
と
回
答
し
た
合
計
は
、
刊
・
6

%
(
平
成
行
年
度
苅
・
9
%
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。

情
報
公
開
と
個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て

情
報
公
開
制
度
利
用
の
経
験
や
制
度
内
容
を

十
分
に
知
っ
て
い
る
と
の
回
答
は
叩
・
9
%
(
平

成
行
年
度
日
・
8
%
)
と
前
年
度
よ
り
増
加
し
た

も
の
の
低
い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

個
人
情
報
の
保
護
に
関
し
て
は
、
「
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
安
心
に
感
じ
て
い
る
」
は
ゆ
・
5
%

(
平
成
げ
年
度
げ
・
1
%
)
と
前
年
度
よ
り
増
加

し
た
も
の
の
情
報
公
開
と
同
様
ま
だ
ま
だ
低
い

結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

万
が
一
災
害
が
発
生
し
た
時
の
避
難
場
所

の
認
知
と
非
常
用
品
の
備
え
に
つ
い
て

災
害
時
の
避
難
場
所
に

¥
j
p

診
/

つ
い
て
は
、
九
・
5
%
の
人
、
料
リ
ヤ
議
ぎ

が
「
知
っ
て
い
る
」
と
回
ス
Y
2
誠

一
議
ド

窓
口
し
て
お
り
、
高
い
認
知
)
北
上
一

一鞠

一。一
c

度
を
示
し
て
い
ま
す
。
一

χ
F一L
陥
ル
「
持
ジ

ま
た
非
常
用
品
(
携
帯

A
列
l
l
式
、
ゆ

ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯
、
救

d
《
点
、

急
医
療
品
、
非
常
食
な
ど
)
の
備
え
に
つ
い
て

は
、
「
〈
王
て
備
え
て
い
る
」
は
ω
%
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
回
・
3
%
が
「
一
部
備
え
て
い
る
」

と
回
答
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
つ
い
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
状
況
に
関
し
て
は
、

「
ほ
ぼ
毎
日
利
用
し
て
い
る
」
「
週
に
何
回
か
利
用

し
て
い
る
」
「
月
に
何
回
か
利
用
し
て
い
る
」
と

回
答
し
た
合
計
は
ね
・
4
%
(
平
成
げ
年
度
初
・
5

%
)
と
増
加
傾
向
で
あ
り
、

「
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
接
続

し
て
い
な
い
」
人
の
割
合
"か

日
ポ
イ
ン
ト
減
少
の
お
・
1

%
と
な

っ
て
お
り
、
市
民
レ

ベ
ル
で
の
情
報
化
が
進
ん
で

い
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
ご
回
答
い
た
だ
い
た
結
果
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
ま
ち
"つ
く
り
に
反
映
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
お
忙
し
い
中
、
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
さ
ま
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
詳
し
い
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
は
、

魚
津
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
(
互
晋
¥
¥
く
く
く
く
5
2
芝

C
O
N
C
H
O
否
ヨ
ど
ち
)
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

V
問
合
せ
先
企
画
政
策
課
地
域
づ
く
り
係

(
2
階
)
包
幻
・
1
0
6
7
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魚津市のバランスシート

p 
Eク
~ (

平
成
同
年
3
月
白
日
現
在
)

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
ノ
っ
て

J

闘
だ
ろ
う
ゆ
・

各
年
度
の
決
算
は
、
単
年
度
の
資
金

の
流
れ
を
表
す
こ
と
を
中
心
と
し
て
い

ま
す
が
、

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
資
産
や

負
債
な
ど
の
財
産
状
況
を
わ
か
り
や
す

く
表
す
た
め
の
ひ
と
つ
の
方
法
で
、
民

間
企
業
で
い
う
と
こ
ろ
の
貸
借
対
照
表

に
あ
た
り
ま
す
。

こ
れ
は
、

一
定
の
時
点
に
お
い
て
地

方
公
共
団
体
が
保
有
す
る
全
て
の
資
産
、

負
債
等
に
関
す
る
ス
ト
ッ
ク
(
蓄
積
)
情

報
を
明
ら
か
に
し
、
財
政
状
況
を
総
括

的
に
表
す
も
の
で
す
。
今
回
は
平
成
凶

年
度
と
げ
年
度
の
数
字
を
ま
と
め
、

1

年
間
の
動
き
を
表
し
て
み
ま
し
た
。

ま
た
魚
津
市
民

l
人
当
た
り
で
見
る

と
下
の
表
の
よ
う
に
計
算
さ
れ
ま
す
。

一※
総
務
省
の
基
準
に
よ
り
作
成
(
一
般
会
計
、
一

C
A
T
V
事
業
特
別
会
計
お
よ
び
下
水
道

事
業
特
別
会
計
の
う
ち
都
市
下
水
路
分
を
一

…
含
み
昭
和
弘
年
度
以
降
の
デ
l
タ
を
使
用
)
一

魚津市民 1人あたり

平成 17年度 平成 16年 度 増 減

資産合計 142万7千円 144万9千円 ム2方2千円

負債合計 44万2千円 45万9千円 ム17ヲ7千円

正味資産合計 98万5千円 98万9千円 ム4千円

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
トの

用
語
解
説

資
産
の
部

1
有
形
固
定
資
産

道
路
や
公
園
、
市
営
住
宅
な
ど
の
土
地
や
建
物

(取
得
価
格
を
定
額
法
に
よ
り
減
価
償
却
)

2
投
資
等

①
投
資
及
び
出
資
金
・
:
側
新
川
イ
ン
フ
ォ
メ

l
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー

(
N
I
C
E
T
V
)
や
魚
津
市
施

設
管
理
公
社
な
ど
へ
の
出
資
金
な
ど

②
貸
付
金
・
:
ふ
る
さ
と
融
資
、
奨
学
資
金
な
ど
の

貸
付
金

③
基
金
・
:
社
会
福
祉
基
金
・
土
地
開
発
基
金
な
ど

④
退
職
手
当
組
合
積
立
金
・
・
・
退
職
手
当
組
合
資
産

の
魚
津
市
分

3
流
動
資
産

①
現
金
・
預
金
・
:
財
政
調
整
基
金
・
減
債
基
金
と

翌
年
度
に
繰
越
し
た
剰
余
金

②
未
収
金
・
・
・
市
税
等
の
未
収
金
と
繰
越
事
業
に
係

る
未
収
入
特
定
財
源

負
債
の
部

ー
固
定
負
債

①
地
方
債
・
・
・
市
債
の
翌
々
年
度
以
降
の
償
還
予
定

元
金

②
退
職
給
与
引
当
金
・
・
・
全
職
員
が
退
職
し
た
と
想

定
し
た
場
合
の
要
支
給
額

2
流
動
負
債

市
債
の
翌
年
度
償
還
予
定
元
金

正
味
資
産

資
産
か
ら
負
債
を
差
引
い
た
も
の

正昧資産

後世代が実質的に受け

継ぐ価値

負債

資産を形成するために他

から調達した資金

(後世代が負担する債務)

資産

将来に向けた公共サービ

スの提供能力

(後世代が受ける利益)

広報うおづ平成18年10月号(13P)I職員の給与状況」、平成19年1月号(8P ~9 P) I平成17年度決算

報告」もあわせてご覧ください。

市では総合計画に基づき、簡素で健全な行財政運営をめざしています。
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魚津市のバランスシート

(単位:千円)

{自 方 貸 方

【資産の部】 【負債の部】

区分 平成17年度 平成16年度 増減 区分 平成17年度 平成16年度 増減

1 .有形固定資産 60.502.367 61.167.558 ム665.191
1.固定負債 18，641，023 19，365，692 ム724.669

①総務費 3，260，237 3.287.723 ム27，486

②民生費 1，800，510 1.877.454 ム76，944 ①地方債 15.956.270 16.730.914 ム774.644

③衛生費 390.852 419.316 ム28.464
②債務負担行為 。 。 。

④労働費 26.256 27.041 ム785

⑤関木水産業費 4.351.481 4.640.788 ム289.307
③退職給与

2.684.753 2.634.778 49，975 
引当金

⑥商工費 3.415.085 2，903，250 511.835 

2.流動負債 1.934.384 1.981.652 ム47.268
⑦土木費 22，605，206 22.818.824 ム213.618

③消防費 1，382，311 1.347.261 35.050 ①翌年度償還
1.934.384 1.981.652 ム47.268

予定額

⑨教育費 23.262.556 23.837.471 ム574.915

②翌年度繰上 。 。 G 
⑬その他 7.873 8，430 ム557 充用金

(うち土地〉 14.007.346 13.041.823 965.523 負債合計 20，575，407 21.347.344 ム771，937

2.投資等 3.358.764 3.338.337 20.427 【正味資産の部】

引支資及び出資金 554.055 553.799 256 区分 平成17年度 平成16年度 増減

②貸付金 165.943 182.436 ム16.493

1 .国庫支出金 8.816.851 8.999.173 ム182.322

③基金 2，374，489 2.367.675 6.814 

④退職手当
264.277 234.427 29.850 

組合積立金 2.県支出金 5.183.459 4，634，822 548.637 

3.流動資産 2，556，262 2.809.767 ム253.505

①現金・預金 ム200.042
3.一般財源等 31.841.676 32.334.323 ム492，647

1.937.520 2.137.562 

②未収金 618，742 672.205 ム53.463 正味資産合計 45，841，986 45.968.318 ム126.332

資産合計 66.417.393 67，315，662 ム898.269
負債・正味資産

66，417，393 67.315.662 ム898.269
合計

砂問合せ先財政課財政係(2階) H23-1018 

07 2007年.2汚号



お早めに自分で書いて

申
告
相
談
の
期
聞
は

2
月
時
日
働

5
3
月
時
回
帰

1
階
税
務
課
内
に
相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す

P
訂
以

Z
E
S制
一
h
u
--
M

-

t
酉
月

コ

川
問

。

矧
掛川

αX止
翻
一M

a
?議

-
A主
駒山相
一に

机

晶
一…山一………一

tJ
w
一叩
i
H
H
m一

ト
臨

W
紘
関

川

富
盛
明

車

問
一一一一

町
制

収

作

一

制一

一湖沼

ェ
……

ぷ

e
・;…

税
金
は
、
私
た
ち
が
快
適
で
、
安
全

な
日
常
生
活
を
送
る
う
え
で
欠
か
せ
な

い
警
察
や
消
防
、
道
路
や
公
園
、
そ
し

て
教
育
や
社
会
保
障
な
ど
の
費
用
に
使

わ
れ
て
お
り
、
納
税
は
社
会
の
基
本
的

ル
ー
ル
の
ひ
と
つ
で
す
。

確
定
申
告
は
、
昨
年

1
年
間
の
収
支

の
総
決
算
で
す
。
申
告
書
は
自
分
で
書

い
て
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

市
役
所
で
は
期
間
中
、
申
告
相
談
窓

口
を
設
け
ま
す
の
で
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
る
時
は
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

確定申告

A
叩ヲ

rrh
'i
‘“.
3
?
と
'SF

t
A吋
九
州
、
穂
陸J

だ〆

-・-

・・ 1・・Eヨ l・
1]こI
---.... ・I

~、 I

ー・・-E要 I
Eな I
Eも I
E ・---- y ・ー

-
印
鑑

・
申
告
書
(
税
務
署
や
市
役
所
か
ら
送

付
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
申
告
会

場
に
あ
り
ま
す
。
)

-
収
入
を
証
明
す
る
も
の

①
給
与
所
得
者
・
・
・
源
泉
徴
収
票

②
年
金
受
給
者
・
・
・
年
金
の
源
泉
徴
収
西
一
一

③
農
業
・
不
動
産
収
入
の
あ
る
方

.
・
・
収
支
内
訳
書

④
日
雇
い
・
。
ハ

i
ト
な
ど
の
方

.
・
・
賃
金
の
支
払
い
明
細
書

-
控
除
を
証
明
す
る
も
の

①
国
民
年
金
な
ど
の
社
会
保
険
料
控
除

証
明
書

②
生
命
保
険
料
・
個
人
年
金
保
険
料
・

損
害
保
険
料
の
控
除
証
明
書

③
医
療
費
(
介
護
保
険
施
設
で
か
か
っ

た
も
の
を
含
む
)
の
領
収
書

④
事
業
の
経
費
を
証
明
す
る
領
収
書

大
相
談
窓
口
は
た
い
へ
ん
混
雑
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

申
告
書
は
な
る
べ
く
自
分
で
書
い

て
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

申
告
期
間
中
は
、
市
役
所
駐

車
場
が
た
い
へ
ん
混
雑
し
ま
す
。

で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ス
、
タ
ク
シ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
相
談
窓
口
は
、
期
間
中

の
月
曜
日
や
平
日
の
午
前
中
に

混
雑
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
お
待
ち
い
た
だ
く
時

間
が
長
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

平
成
同
年
ロ
月
況
日
時
点
で
、

要
介
護

4
ま
た
は
要
介
護

5
の
認

定
を
受
け
て
い
る
方
は
、
障
害
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
な
く
て

も
、
税
法
上
の
特
別
障
害
者
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

左
記
の
窓
口
に
て
、
申
告
用
の

認
定
書
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

V
交
付
・
問
合
せ
先

社
会
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

(
l
階
⑤
窓
口
)
怨
お
・

1
0
0
7

08 

平
成
時
年
分
の
所
得
税
か
ら

適
用
さ
れ
る
主
な
改
正
事
項

.
定
率
減
税
額
が
所
得
税
の
日
%
相
当
額
(
ロ

万
5
千
円
を
限
度
)
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す

0

・
寄
付
金
控
除
に
つ
い
て
、
適
用
限
度
額
が

5

千
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
問
年
度
か
ら
住
民
税
が

大
き
く
変
わ
り
ま
す

①
税
源
移
譲
に
伴
う
税
率
構
造
の
変
化

所
得
税
率
が

6
段
階
に
細
分
化
さ
れ
、
住
民

税
の
税
率
が
一
律
問
%
に
な
り
ま
す
。
(
所

得
税
と
住
民
税
を
合
わ
せ
た
負
担
は
、
基
本

的
に
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
)

②
定
率
減
税
の
廃
止

税
額
の
日
%
相
当
額

(
2
万
円
を
限
度
)
を

減
額
し
て
い
た
も
の
が
な
く
な
り
ま
す
。

③
水
と
緑
の
森
づ
く
り
税
の
創
設

個
人
県
民
税
の
均
等
割
額
に

5
百
円
加
算
さ

れ
ま
す
。

④
老
年
者
の
非
課
税
措
置
の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置

税
額
の

3
分
の

l
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

自宅のパソコンで
申告書が作れます

国税庁のホームページにアクセ
スし、画面の指示に従って金額
などを入力することで、確定申
告書を作ることができます。
作成した申告書をA4の用紙に
出力して、そのまま税務署に提
出することができます。
ぜひご利用 くださし¥! 
http://www.nta.go.jp 

砂税に関する問合せ先

税務課住民税係(1階⑪君、口)
ft23-1009 
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参215
とl言

平
成
問
年
中
の
火
災
発
生
状

況
は
、
前
年
よ
り

4
件
増
加
の

日
件
発
生
し
、
出
火
率
(
人
口

l
万
人
当
た
り
の
出
火
件
数
)

は

M
で
し
た
。
(
占
口
甲
山
県
の
出
火

率
は

ω)

建
物
火
災
の
焼
損
床
面
積
は

1
1
1
8
平
方
メ
ー
ト
ル
で
前

年
よ
り

1
0
7
3
平
方
メ
ー
ト

ル
増
加
し
、
全
火
災
に
よ
る
損

害
額
も
約

3
5
8
1
万
円
と
前

年
よ
り
約

3
1
4
7
万
円
も
増

加
し
ま
し
た
。

り
災
人
員
は
、
お
人
で
前
年

よ
り
乱
人
増
加
し
、
火
災
に
よ

る
死
傷
者
は

4
人
で
し
た
。

出
火
原
因
は
放
火
が

4
件
で

最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

平成18年魚津市の火災と救急

11優良消防団員表彰1

1月6日(却 に行われた魚津市消防出初式

で次の方々が表彰されました。(敬称略)

M
M
V
 

1
V芳

純
彰

ル
士ひ

る

お

夫

と

山

宏

一一IM宏
川
忠
げ茂
以文
ι誠
付康

且
軍
晶
「

る
CL
h
p

現

礼
林
札
林
ば
固
い
本
U
村
止
問
さ
れ

(

ば小
川小
μ
米
吋
山
跡中
ω
高
台佐

彰表摘

山
子
山雄

話

料幸
μ
義
時行
前
昭

叫汗

M
d
z
h

久
M
広
町
一秀
H

政
同直
μ
義

国
市山

学
ル
付
坂
村坂
持崎
せ瀬
帥
川
江谷

富

詰
倶
川
石
州
金
ω黒
川慶
川
石
れ
尾

区分 平成18年 平成17年 増減

火災件数 16件 12件 4件

建物火災 11 5 6 

林野火災 。 2 ム2

車両火災 3 3 。
船舶火災 。

その他の火災 2 ム1

焼損棟数 14t東 5*東 9*東

全 焼 3 2 

半 焼 3 。 3 

部分焼 2 

lま や 6 3 3 

焼損面積(建物) 1.118m
2 

45m
2 

1.073 m
2 

焼損面積(林野) 08 358 ム358

損害額 3，580万9千円 434万1千円 3146万8千円

建 物 3，033万5千円 60万2千円 2973万3千円

車 両 55万7千円 373万9千円 ム318万2千円

船 舶 490万7千円 0円 490万7千円

その他 1万円 0円 1万円

死 者 1人 0人 1人

負傷者 3人 0人 3人

|火災の概要|

彰議

筆

活

屋

川也
んじ

次

川
呂

活
ω
伸
付
幹
討
将
U

友
け
h
j健
十
松

占
品
目支

M

岡
汁東
日
批判
寸
瀬
ゆ
野
J

野
作
口

津

μ
吉
川伊
一日
浦
川高
U
中
U
吉
川
谷

色…
A
Q
一品脇

町
と
人
的成
お雄
川
徳
し士山
口夫

肖

の
し
真
付一日
和
付靖
日賦
ゆ幸

操

川
谷
け
，庁
長
崎
ω
原
道
白
川団

L

M梶
た
'T
川
石
川
谷
十
左
川
谷
内
内

向
田
園

|救急の概要|
区分 出場件数 搬送人数

告 病 857件 801人

一般負傷 190 187 

交通事故 138 160 

その他 244 240 

4cb コ 計 1，429件 1，388人

|救助の概要|
区分 出場件数 救助人数

火 災 0件 0人

交通事故 15 10 

水難事故

そ の他 2 

dEb コ 計 18件 12人

平
成
同
年
中
の
救
急
出
場
件
数
は
、

1

4
2
9
件
と

2
年
連
続
で

1
4
0
0
件
を

超
え
ま
し
た
が
、
前
年
よ
り

2
件
減
少
。

搬
送
人
員
も

1
3
8
8
人
と
前
年
よ
り

5

人
減
少
し
ま
し
た
。
種
別
を
み
る
と
、
急

病
が

8
5
7
件
で
一
番
多
く
、
次
い
で

一

般
負
傷
、
交
通
事
故
と
な
っ
て
い
ま
す
。

救
助
出
場
状
況
は
、
出
場
件
数
が
日
件

で
前
年
よ
り
叩
件
減
少
し
、
救
助
さ
れ
た

人
員
は
ロ
人
で
前
年
よ
り

4
人
の
減
少
と

な
り
ま
し
た
。

V
問
合
せ
先

魚
津
市
消
防
本
部

8
M
・0
1
1
9

09 



「市
民
の
ひ
ろ
ば
」
は
、
み
な
さ
ん
に
登
場
し
て
い
た
だ
く
ペ

i
ジ
で
す
。

各
コ
ー
ナ
ー
に
出
て
い
た
だ
け
る
人
や
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

情
報
広
報
課

岱
お
・

1

0

1

5

F
A
X
幻
・

1
0
7
6
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

jv
一

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
「
吉
島

s
p」
の
み
な
さ
ん
。

小
学
生
の

夕
、
グ
ラ
グ
ビ

ー
チ
l
ム
で
す
。

ラ
グ
ビ

ー
と
い
う
と
、
激
し
い

タ
ッ
ク
ル
で
ボ

i
ル
を
奪
い
合
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

夕
、
グ
ラ
グ
ビ

ー
は
タ
ッ
ク
ル
の
代

わ
り
に
、
相
手
プ
レ
ー
ヤ

ー
が
腰

に
つ
け
て
い
る
「
夕
、
グ
(
リ
ボ
ン
)
」

を
取
る
と
い
う
も
の
。
そ
の
た
め
、

年
齢
や
性
別
、
経
験
に
関
係
な
く

多
く
の
人
が
楽
し
め
る
競
技
と
な
っ

て
い
ま
す
。

昨
年
ロ
月

M
日
に
開
催
さ
れ
た

Pのみなさん

タグラグビーチーム

古島 S

6
年
生

棲て
井t

こ

う

た

ろ

う

浩
太
郎
く
ん

ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
自
動

車
の
開
発
に
関
わ
る
人
に
な
る

こ
と
で
す
。
き
っ
か
け
は
小
さ

い
頃
に
家
族
で
い
っ
た
鈴
鹿
サ
ー

キ
ッ

ト
で
見
た
レ

i
ス
車
で
し

6
年
生

回ぞ
口も

ゆ

り

か

裕
皇
加
さ
ん

「
大
丈
夫
だ
よ
」
お
医
者
さ
ん

の
優
し
い
言
葉
は
、
心
配
し
て
い

た
私
の
気
持
ち
を
吹
き
飛
ば
す
温

か
い
も
の
で
し
た
。
そ
の
二
一
一
一口が

医
者
と
い
う
職
業
に
あ
こ
が
れ
る

き
っ
か
け
で
し
た
。
原
因
が
は
っ

10 

事
ヌ
ト
i
り
l

た
。
ぼ
く
は
そ
の
車
が
か
っ
こ

い
い
と
思
い
、
そ
れ
か
ら
車
の

こ
と
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

初
め
は
、
あ
の
よ
う
な
車
に
乗

り
た
い
と
思
い
レ

ー
サ
ー
に
な

る
こ
と
を
考
え
ま
し
た
が
、
い

ろ
い
ろ
な
人
の
た
め
に
な
る
車

を
考
え
た
り
作
っ
た
り
す
る
こ

と
も
と
て
も
夢
の
あ
る
こ
と
だ

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
仕
事
に
つ
け
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
理
数
系
の
科
目
を

特
に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

き
り
し
な
い
病
気
で
入
院
し
て
い

た
私
に
と
っ
て
、
お
医
者
さ
ん
が

毎
日
か
け
て
く
だ
さ
る
言
葉
は
大

き
な
パ
ワ

i
で
し
た
。
無
事
退
院

で
き
た
時
、
私
は
「
医
者
に
な
り

た
い
。
」
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
病
気
の
人
た
ち
を
助
け
、

自
分
が
も
ら
っ
た
温
か
い
励
ま
し

を
今
度
は
私
が
か
け
て
あ
げ
れ
た

ら
、
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
だ
ろ

う
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
医
者
に

な
る
た
め
に
は
勉
強
な
ど
大
変
だ

と
思
い
ま
す
が
、
目
標
を
し
っ
か

り
も
っ
て
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。



h
F
昨
年
刊
は
月
山
日
の
ク
リ
ス
マ

ス
イ
ブ
に
、
石
川
県
小
松
市
で

開
催
さ
れ
た
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
予

選
で
の
様
子
。
他
チ
ー
ム
と
大

差
を
つ
け
、
八
王
戦
全
勝
。
〈
王
国

大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

寺Z
崎3

長宗
之2
さ
ん
88 
歳

(
出
)

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
で
は
、
全
戦

全
勝
と
い
う
圧
倒
的
な
強
さ
で
優

勝
し
た
吉
島

S
P
。
今
月
の

2
月

M
目
、
お
日
に
開
催
さ
れ
る
第

3

回
全
国
小
学
生
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
選

手
権
大
会
の
出
場
切
符
を
見
事
勝

ち
取
り
、
そ
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

ω
m
×
刊

m
の
コ

l
卜
に
、

5

人
の
プ
レ

ー
ヤ
ー
。
こ
の
巨
大
な

コ
l
ト
で
試
合
に
勝
つ
に
は
、
多

く
の
敵
を
ひ
き
つ
け
、
敵
か
ら
マ

ー

ク
さ
れ
て
い
な
い
仲
間
に
ボ

l
ル

を
パ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど

う
か
が
鍵
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
や
は
り
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

が
一
番
と
な
り
ま
す
が
、
チ
ー
ム

の
一
人
ひ
と
り
が
強
い
信
頼
関
係

で
結
ば
れ
、
休
憩
時
に
は
お
し
ゃ

べ
り
し
た
り
、
ふ
ざ
け
あ
っ
た
り

と
笑
顔
の
絶
え
る
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
一
方
で
、
練
習
で
は

一
転
。
真
剣
な
表
情
で
ボ
ー
ル
を

追
う
彼
ら
。
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
素

晴
ら
し
い
チ

l
ム
で
す
。

な
お
、
今
回
の
全
国
大
会
の
会

場
と
な
る
の
は
秩
父
宮
ラ
グ
ビ

ー

場
。
大
会
当
日
は
な
ん
と
日
本
ラ

グ
ビ

ー
フ

ッ
ト
ボ

ー
ル
選
手
権
大

会
決
勝
も
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
て
、
「
す
ご
い
会
場
で
試
合

で
き
る
と
思
う
と
嬉
し
い
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
ち
っ
ち
ゃ
な
ラ
ガ

l

マ
ン
た
ち
で
す
が
、
今
後
も
大
き

な
戦
績
を
あ
げ
て
く
れ
そ
う
で
期

待
大
で
す
。
ぜ
ひ
、
応
援
し
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
ね
。

¥
t
F/

寸

家修予

/タ
和
合
唱

/
/
'一

、

JLU 

魚
津
市
国
際
交
流
員

ラ
イ
ア
ン
・
ヒ
ギ
ン
ズ
さ
ん

(
イ
ギ
リ
ス
出
身
)

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
!
日
本

人
に
と
っ
て

2
月
凶
日
の
バ
レ
ン

タ
イ
ン
デ
イ
は
な
じ
み
の
あ
る
も

の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
今
年
の

2

月
初
日
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
?

イ
ギ
リ
ス
で
は
こ
の
日
を
、

ざ

ん

げ

「∞

F
B〈
の
、
門
戸
。
∞
含
M
1
(

機
悔
の
火

曜
日
)
」
と
言
い
ま
す
。
年
に
よ
っ

て
日
が
変
わ
り
ま
す
が
、
毎
年

2

月

3
日
か
ら

3
月

9
日
の
聞
の
火

曜
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
翌
日

は
「
〉
与
巧
包
口
。
∞
(
H
m
q
(

灰
の

水
曜
日
)
」
と
言
わ
れ
、
そ
れ
は

ピ
E
(
レ
ン
ト
)
と
い
う

ω日
間

の
断
食
の
始
ま
り
の
日
で
す
。
そ

し
て
終
わ
り
が
、
出

g
g円
己

印

可

(
イ
ー
ス
タ
ー
デ
イ
)
と
な
り
ま
す
。

昔
か
ら
レ
ン
ト
の
断
食
が
始
ま

る
前
に
油
を
使
い
切
る
よ
う
機
悔

の
火
曜
日
に
は
、
同

)gsZ(ホ
ッ

ト
ケ
ー
キ
)
を
作
る
習
慣
が
あ
り

ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
の
も
の
は
フ
ラ

ン
ス
の
ク
レ

ー
プ
と
似
て
い
ま
す
。

レ
モ
ン
や
ジ
ャ

ム
や
ク
リ
ー

ム
な
ど
を
か

け
て
食
べ
る

の
で
、
子
ど

も
や
女
の
子

た
ち
が
こ
の

日
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま

す
。国

に
よ
っ

て
、
機
悔
の

火
曜
日
の
呼

び
方
や
過
ご

し
か
た
方
は

様
々
で
す
。
ア
メ
リ
カ
や
フ
ラ
ン

ス
な
ど
は
宮
内
弓
仕
の
片
山
ω
(
マ
ル

デ
ィ
グ
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
語
で
油
の

火
曜
日
の
意
)
と
呼
ば
れ
、
人
は

仮
装
し
て
、
目
。
三
(
山
車
・
だ
ん

じ
り
)
に
乗
り
、
道
を
ね
り
あ
る

き
ま
す
。
断
食
が
始
ま
る
前
に
楽

し
も
う
と
言
う
気
持
ち
で
お
祝
い

し
ま
す
。
し
か
し
零
時
に
な
る
と
、

つ
ま
り
レ
ン
ト
に
な
っ
た
ら
終
わ

り
で
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
や
メ
キ
シ
コ

で
も
同
じ
よ
う
に
お
祝
い
し
ま
す
。

現
在
で
は
、
レ
ン
卜
の
た
め
断

食
す
る
人
が
段
々
少
な
く
な
っ
て

き
ま
し
た
が
、
断
食
の
代
わ
り
に

刊
日
問
、
沢
山
の
人
は
何
か
好
き

な
こ
と
を
や
め
、
代
わ
り
に
そ
の

金
や
時
間
を
使
っ
て
い
い
事
を
し

ま
す
。
例
え
ば
、
レ
ン
ト
の
間
タ

バ
コ
を
や
め
、
そ
の
お
金
を
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
に
寄
付
し
ま
す
。

皆
さ
ん
も
今
年
の
レ
ン
ト
に
は
、

何
か
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か

?

2007年.2月号

88歳の寺崎さんは戦時中、軍隊にいた経験

をもっ一人。「戦争にはうとましい思い出も

つきまとうけど、学ぶこともあったような気

がすっちゃ」とおっしゃいます。「おかげ1で

体は頑丈になったし、団結することの大切さ

も学んだ」と語る寺崎さん。なるほど今でも、

広い肩幅、しっかりとした足取り、遠くまで

通る大きな声なのはこの時の経験からなのか

もしれません。きっと若かりしころはさらに

かっこいい男性だったのだろうと勝手に想像

してしまいました。

そんな寺崎さんの元気の秘訣は?それは

「余力を残すこと」だそうです。「常に 8害IJで

行動して 2害IJの余力を残す。要領よく生きる

ことがやっぱり大切だと思うわ。周りから見

れば怠け者って思われることもあるかもしれ

んけど、常に全力やと周りが見えんくなって

よくないわ。それとタバコと酒を飲まないの

も元気の秘訣やちゃ」と笑いながら話してく

ださいました。

11 



威勢よく
f初競りJ

魚津漁協で新年の初競り

1月 4日早朝、魚津地方卸売市場「魚

津おさかなランド」では新年の初競りが

行われました。年始の休場から明けて活

気付く市場には、威勢のよい声が響き渡っ

ていました。

「今年は大雪もなく天候にも恵まれ、

幸先のよいスター卜を切れた。きっと活

気のある年になるよ」と競り人のみなさ

んも明るい表情。今年一年の航海安全と、

商売繁盛を祈りたいものです。

惨初競りに参加した
j畢崎市長は8.6kgの寒

プリを競り落としま

した。

見せよ首防目 、-1::! j;gp団貝のω思Rt
平成19年消防出初式

1月6目、魚津市消防出初式が行われ、参加した市内14分団の消防

団員約470人は、年頭に際し改めて地域の防火防災への決意を新たに

しました。

当日はあいにくの雨模様の中でしたが、市役所付近では市中パレー

ド¥分列行進、新入団員による腕用ポンプによる放水のほか、空に向

かつての一斉放水なども行われ、訪れた人々もその勇ましい姿に今年

一年の火の用心を誓っていました。

1月7日、新川文化ホールでは成人式が開かれ、

今年の新成人515人の新たな門出を祝いました。 再会に、花咲く笑顔
式では津崎市長が「これからは自由とともに、行

動に責任が伴います。健全な身体と豊かな感情をあ

わせもつ若人として活躍してくださし¥Jと式辞を述

べると、新成人代表の平崎佑樹さんは「人生を悔い

のないものにするためにがんばリたし¥Jと青春メッ

セージを読み上げました。

式典後、新成人たちは

懐かしい友人を見つけて

は声を掛け合い、笑顔で

記念写真を撮る姿やメー

ルアドレスを交換する姿

も見られ、旧交を温めて

いたようでした。

4青春メッセージを読み

上げたのは、仕事と音楽

活動を両立し続けている

平崎祐樹さんでした。

12 
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却設磁ヨGク腕腿闘臨調週開設へ
在凋5世〈提言きも%包週刊凹o~~泌週刊腕
t!>=.砂P~ßク~o 脳陣③菰民間殴叫抱:Jìv

10才になりました
にんぎょうシアターinミラージュ2007開催

1月20日と21目、新川文化ホールではにんきょう

シアタ-inミラージュ2007が開催。

今回はこれまで;9年間を振り返る写真展示に加え、

出演人形が登場するIJてペットパレード」など、 10年

の節目を祝って、盛大に行われたこのイベン卜。訪

れた子どもたちは、次々と繰り広げられる公演を、

とても楽しそうに眺めていました。

1月22日、東京・霞ヶ関の環境省において平成18

年度「循環・共生・参加まちづくり表彰」の表彰式

が行われ、若林環境大臣から還崎市長に表彰状が贈

られました。

この表彰は、住民・企業との協働を図りながら、環

境の恵み豊かな持続可能なまちづくリに取り組み、

顕著な実績をよげている市町村を表彰するもので、

魚津市を含め全国で 8つの自治体が選ばれました。

魚津市は、自治会と連携して休耕田を活用した地

下水話量企業と共同した生コミリサイクル、住民

が地域の美化活動に取組むアダブトプログラム、里

山林オーナーによる森林保全などの取組が評価され

今回の受賞となりました。

式では若林大臣から「表彰を契機に今後もこのよ

うな活動により一層取組み、他の市町村の手本となっ

てください」と言葉をかけられると、 j畢崎市長は

「魚津は自然の恵みが豊かなところ。今後も、このよ

うな環境活動を続けていきたい」と話していました。

2007年.2月号

台風娘がやってきた!
利酒師セーラ・力ミングスさん講演

1月13日、魚津商工会議所青年部が、「純米吟醸じゃ

んと恋魚津」誕生十周年を記念して、まちづくリ講

演会「古きこそが知っている!未来の行く末を!J 
を開催しました。

講師は「台風娘」の異名を持つセーラ・力ミングス

さん。外国人女性初の利酒師となり、たる仕込の酒

を復活させるなど、周リからは「ダメ」、「ムリ」と

言われてきたことを実現し、さまざまな形で村おこ

しを行っています。

「何かを言われて、やらないための理由ではなく、

どうやったらできるのかを考えることのほうが大事

です」と、積極的に生きていくことの大切さを熱心

に伝えてくれました。

お点前披露
魚津愛育園で新年お茶会

1月19日、魚津愛育園では毎年恒例の新年お茶会 ( 

が聞かれました。

この臼は、昨年春からお茶を習ってきた年長児が

心を込めて年中・年少児をおもてなししました。初

めてお茶を口にする子どもたちは、大きな茶碗を不

思議そうに眺めながら、見ょう見まねでお茶を味わっ

ていました。
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軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
な

ど
の
廃
車
手
続
き
を

乗
ら
な
く
な
っ
た
バ
イ
ク
や
軽

自
動
車
の
廃
車
手
続
き
は
お
済
み

で
す
か
。

廃
車
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い

と、

4
月
以
降
新
た
に
軽
自
動
車

税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
ま
だ
の
方

は
3
月
ま
で
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

※
軽
自
動
車
等
の
廃
車
届
出
先
は

車
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
手
続

き
に
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
と

印
鑑
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、

左
記
に
お
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

種 類 届 出 先

原付バイク
(125cc以下) 税務課納税係

農小耕型用特殊自動車

(1階⑬窓 口)

( 、7lーク1)7卜など)
2i 23-1008 

バイク
北陸信越運輸局

(125ccを超えるもの)
富山運輸支局ヘルプデスク

fi050-5540-2044 

軽自動車
軽自動車検査協会

富山事務所
fi 076-423-8472 

「
相
続
登
記
・
遺
書
・
成

年
後
見
」
無
料
相
談
会

富
山
県
司
法
書
士
会
で
は
、
今

年
も
特
設
無
料
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日
時

2
月
げ
日
国

午
前
日
時
j
午
後

3
時

会
場
新
川
文
化
ホ

l
ル

1
0
3
号
室

※
予
約
不
要

V
問
合
せ
先

市
民
課
市
民
係
(
1
階
①
窓
口
)

包
お
・

1
0
0
3

暮
ら
し
の
法
務

な
ん
で
も
相
談
所

富
山
地
方
法
務
局
で
は
、
休
日

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
日
頃
、

お
仕
事
等
の
都
合
に
よ
り
法
務
局

を
ご
利
用
に
な
れ
な
い
方
々
は
、

ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
予
約
不
要

V
問
合
せ
先

富
山
地
方
法
務
局
総
務
課

8
0
7
6
・4
4
1
・0
5
5
0

富
山
県
聴
覚
障
害
者

セ
ン
タ
ー
開
設

富
山
県
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

が
完
成
し
、
平
成
凶
年
1
月

4
日

同
に
開
設
し
ま
し
た
。

所
在
地
富
山
市
木
場
町

2

幻

利

用

時

間

午

前

9
時

i

午
後

5
時
半

休
館
日
毎
週
月
曜
日
・
祝
日

年
末
年
始

V
問
合
せ
先

制
富
山
県
聴
覚
障
害
者
協
会

怨

0
7
6
・4
4
1
・7
3
3
1

m
o
7
6
・4
4
1
・7
3
0
5

障
害
者
家
族
慰
安
会

障
害
者
の
介
護
を
し
て
い
る
家

族
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
に
、
障

害
者
と
そ
の
家
族
を
対
象
に
行
い

ま
す
。

日
時

3
月

4
日
同
午
前
日
時
(
)

会
場
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
百
楽
荘
」

V
問
合
せ
先

魚
津
市
障
害
者
連
合
会

8
n
・2
4
9
4
(会
長
川
上
)

わ
ん
わ
ん
パ
ー
ト
ナ
ー

(
成
犬
譲
渡
)
事
業

わ
ん
わ
ん

パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
を

ご
存
知
で
す
か
。

富
山
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
子
犬

の
譲
渡
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
動
物
愛
護
の
観
点
か

ら
成
犬
も
で
き
る
限
り
生
存
の
機

会
を
与
え
よ
う
と
「
わ
ん
わ
ん
パ
ー

ト
ナ
ー
(
成
犬
譲
渡
)
事
業
」
を
始

め
ま
し
た
。

飼
い
主
が
や
む
を
得
な
い
事
情

で
飼
え
な
く
な
っ
た
な
ど
の
理
由

で
保
護
し
た
犬
を
、
新
し
い
環
境

で
飼
育
で
き
る
よ
う
訓
練
し
、
そ

の
犬
に
合
っ
た
環
境
で
飼
っ
て
い

た
だ
け
る
方
に
お
譲
り
し
ま
す
o

v問
合
せ
先

新
川
厚
生
セ
ン
タ
ー
魚
津
支
所

8
M
・
0
3
5
9



ーーー 今月のお知らせ

ぐ

初
年
以
上
、
も
し
く
は
刊
歳
以

後
の
加
入
期
間
が
叩
年
以
上
あ

る
人

※
退
職
者
被
保
険
者
本
人
の
配
偶

者
(
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様

の
事
情
に
あ
る
人
も
含
む
)
や
、

退
職
被
保
険
者
本
人
に
よ
っ
て

生
計
を
維
持
し
て
い
る
扶
養
家

族
も
該
当
し
ま
す
。

届
出
に
必
要
な
も
の

保
険
証
・
印
鑑
・
年
金
証
書

V
問
合
せ
先

市
民
課
国
保
・
老
人
医
療
係

(1
階
③
窓
口
)
8
n・

1
0
1
1

国
民
健
康
保
険
の

退
職
者
医
療
制
度

国
民
健
康
保
険
の
退
職
者
医
療

制
度
を
ご
存
知
で
す
か
。

長
年
、
会
社
な
ど
に
勤
め
て
年

金
を
受
け
て
い
る
人
と
そ
の
被
扶

養
者
は
、
老
人
保
健
受
給
者
(
百

歳
)
に
な
る
ま
で
「
退
職
者
医
療

制
度
」
で
医
療
を
受
け
ま
す
。

対
象
者

責
次
の
条
件
に
す
べ
て
あ
て
は
ま

る
人
が
対
象
で
す
。

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人

②
老
人
保
健
の
適
用
を
受
け
て
い

な
い
人

③
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
な

ど
の
年
金
を
受
け
て
い
る
人
で
、

こ
れ
ら
の
年
金
の
加
入
期
間
が

7，500円

5，605円

28，130円

50，000円

3，000円

100，000円

16，800円

10，000円

100，000円

10，000円

3，500円

30，000円

7，700円

10，000円

100，000円

ご
利
用
く
だ
さ
い

母
子
修
学
資
金

貸
付
対
象
者

市
内
に
住
ん
で
い

る
母
子
家
庭

の
母
お
よ
び
父
母
の
い
な
い
家
庭

の
養
育
者
で
、
お
子
さ
ん
が
高
校
・

短
大
・
大
学
・
専
門
学
校
な
ど
の

学
資
の
調
達
が
困
難
な
方
。

※
事
前
に
相
談
が
必
要
で
す

貸
付
限
度
額
(無
利
子

・
月
額
)

通
学
条
件
に
よ
り

1
万
8
千
円
(

}

6

万
4
千
円

申
込
期
限

第

1
回
目

3
月
上
旬
予
定

第
2
回

目

以

降

随
時

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

社
会
福
祉
課
こ
ど
も
家
庭
係

(1
階
⑦
窓
口
)
岱
お
・

1
0
0
6

211，294円

10，000円

12，000円

円

103，029円

30，000円

50，000円

50，000円

V善意銀行

魚津保育園職員一同本町

片貝小学校児童会島尻

魚津市老人クラブ連合ム玄新金屋
ダンス趣味教室

にいかわ信用金庫
新金会会長若島正敬

三井自動車(株) 天神野新

(故)宮 崎 き ょ 緑町

北親会

中村 かずえ

(故)佐々木 豊松

よ野方小学校児童会

坪野小学校

匿名

魚津第二保育園職員一同新金屋

橋本 うめの 緑町

(欄シキノハイテック 江口

V社会福祉基金

魚津郭声会

魚津市教友会

村木小学校第31回
卒業生一同

(医)ホスピィ-職員一同石垣

魚津工業高校
浜市至田

インターアク卜部

(吋 有沢嘉太郎吉島

(故)尾谷幸子 新角川

(故)石倉 きの 下椿

マ
下
J

B
エ

木

谷

寺

村

山

海

野

上

金

大

坪

203.511 

平成18年 平成17年 対比

人身事故件数 272件 290件 -18件

死者数 3人 0人 + 3人

負傷者数 327人 353人 -26人

物損事故件数 1，071件 + 49件

平成18年中の交通事故の特徴
-人身事故件数は、 272件で前年よリ 18件(6.2%)減少したO

-死者数は、3人で前年よリ3人増加した。

-負傷者数は、327人で前年よリ26人(7.4%)減少した。

-物損事故件数は、 1.120件で前年より49件(4.6%)増加した。

-川の瀬団地2戸(1階3DK.3階3DK)
申込み期間 2月1日(木)""28日(別

・天王・上野方の特定公共賃貸住宅

随時募集中

※募集状況は変わることがあります。

※入居条件や選考方法など詳しいことは

下記までお問合せくたさい。

惨申込み・問合せ先

都市計画課建築住宅係(3階)fi23-1031 

女今年も交通事故が少なくなるように、みんなで交通ルールを

守りましょう。

※掲載期聞は申込み日から 3か月間です。

もとめます ベッド(電動式)、書類整理棚

体重計(一般家庭用)

惨申込み・問合せ先

市民課市民係(1階①窓口)fi23-1003 環境安全課生活安全係(1階⑬窓口)H23-1004 炉問合せ先

2007年2月号15 



今月のお知らせ 里里里里

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

の
お
知
ら
せ

女
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

を
縦
覧
し
ま
す
。

縦
覧
期
間

2
月
お
日
制

1
3月
8
日
附

貴
選
挙
人
名
簿
を
縦
覧
し
ま
す
。

縦
覧
期
間

3
月
3
目
的

1
7
日
附

V
縦
覧
場
所
・
問
合
せ
先

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

(
2
階
総
務
課
内
)

BMω

・
1
0
1
9

0緊急地震速報とは

地震発生直後に、各地で予想される震度などを素早く推定し、地震による大きな揺れが始まる数秒~数十秒

前に、大きな揺れが来ることをお知らせする新しい情報です。

ただし、震源に近い地域では「緊急地震速報」が大きな揺れに間に合わないことがあります。

O情報の提供開始時期

気象庁では、平成19年中に広く国民の皆さまへ緊急地震速報を提供できるよう準備を進めています。

O情報の提供

テレビ・ラジオ等の放送を通じて提供するほか、利用者のさまざまなニーズに応じて情報配信事業者と個別

契約による受信体系が整えられています。

0利用に当たっての心得

気象庁では、国民の皆様の適切な避難行動を支援するため、「あわてずに、まず身の安全を確保するJを基

本とした、家庭内、施設利用時、屋外、自動車運転時等さまざまな場面における情報受信時の心得を作成し、

情報の提供開始までに心得の普及活動に努めてまいります。

詳し くは、気象庁ホームページ (http://www.jma.go.jp)をご覧くださいo

b問合せ先 富山地方気象台防災業務課 H076-432-2331 

p~皮 (初期微動)一

S~.皮 (主要動) ーーー

2一

目砂田
一.

情報の提供が間に合わない

一 一・.
.一一司E・-一ー一一.

一-
円、~

.........・

II::! 曹司.

--=-=-

~-ー司・
~ー」ー，.
E ヨIJI.

01 

-------______c._ 

』・4 ・・・・
「可・・・・

強い揺れが始まる前に情報提供が可能(震源から離れるほど猶予がある)
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今月のお知らせ

農
振
除
外
願
い
は

2
月
初
日

ωま
で
に

農
業
振
興
地
域
内
で
あ
っ
て
、

農
地
を
宅
地
等
に
転
用
す
る
場
合

に
は
、
事
前
に
農
用
地
以
外
へ
の

用
途
変
更
(
除
外
願
)
が
必
要
で
す
。

ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
認
可
さ
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
協
議
を
し
て
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

農
業
水
産
課
農
政
振
興
係

(
3
階
)
岱
幻
・

1
0
3
2

2
月
7
日
附
は

「
北
方
領
土
の
日
」

j
四
島
還
れ
!

日
本
の
声
で
す
叫
び
で
す
j

北
方
領
土
と
は
、
北
海
道
の
北

東
洋
上
に
あ
る
歯
舞
群
島
・
色
丹

!Æ~-盲目E

大「青森ヒパの風呂桶と椅子作り」

日時 3/11(日) 1 0: 00 '"'-J 12:00 

参加料 風 日 桶、椅子各4，000円

定 員 20名 申込締切 2/11旧)

大「春の彩りキャンドル」

日時 3/25日 13:30'"'-J15:30 

1 参 加料 1，500円

定 員 15名

く
な
し
り

え
と
ろ
ふ

島
・
国
後
島

・
択
捉
島
の
四
島
の

こ
と
で
、
日
本
固
有
の
領
土
で
あ

り
な
が
ら
現
在
も

ロ
シ
ア
に
実
効

支
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
月

7
日
同
は
、

1
8
5
5
年

に
日
露
両
国
で
両
国
の
国
境
線
を

初
め
て
平
和
的
な
話
し
合
い
に
よ
っ

て
決
め
た
「
日
露
通
好
条
約
」
が

署
名
さ
れ
た
日
で
す
。
ま
た

2
月

と

8
月
を
「
北
方
領
土
返
還
運
動

全
国
強
調
月
間
」
と
し
て
定
め
、

全
国
的
に
大
会
や
街
頭
啓
発
な
ど

活
発
な
運
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

北
方
領
土
返
還
実
現
へ
向
け
て
、

返
還
要
求
運
動
の
意
義
等
を
次
世

代
を
担
う
青
少
年
に
伝
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

V
問
合
せ
先

農
業
水
産
課
水
産
振
興
係

(
3
階
)
岱
お

・
1
0
3
3

3/10(討申込締切

池辺晋一郎さんの楽しい解

説とともにオーケス卜ラの迫

力ある演奏をお楽しみくださ

い。地元合唱団も出演11

日時 2/12 (月・振)

15:00'"'-J(14:30開場)

料金一 般 3，000円高校生以下無料(要整理券)

※前売券完売につき、当日券のみ取り扱いします

第
6
回
天
神
杯
争
奪
!

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
パ
ラ
大
会

日
時

3
月
4
日
同

午
前

9
時
加
分
(
開
会
式
)

天
神
公
民
館
付
属
体
育
館

会
場

E
S
S
E
J
H
H
1

・

帯
住
ロ
刀

個
人
戦
①
小
学
校
低
学
年
(
男
女
)

②
小
学
校
中
学
年
(
男
子
)

③
小
学
校
中
学
年
(
女
子
)

④
小
学
校
高
学
年
(
男
子
)

⑤
小
学
校
高
学
年
(
女
子
)

⑥
中
学
・
高
校
・
一
般
(
男
子
)

⑦
中
学
・高
校
・
一
般
(
女
子
)

団
体
戦
地
区
対
抗

(
5
人
制
)

参

加

料

無

料

申
込
締
切

2
月
幻
日
樹

V
問
合
せ
先

天
神
公
民
館

8
m
・
7
1
7
9

V
申
込
み
先

ス
ポ

ー
ツ
課
(
第

2
分
庁
舎
)

岱
幻
・

1
0
4
6

E証明掴E咽同噛司z..~ç;r ~r.~1! 

県内最大のアマチュア野外ライブ「モリロッ

ク07Jでは、自称「最強の出演者」を募集11

|開催 日 9/1比) 15:00'"'-J20:30 

場 所学びの森交流館野外特設ステージ

申込条件高校生以上

30分以上のパフォーマンス可能な方

l 申込方法 申込書、 写真、デモテープ等の提出

申込締切 3/31仕泌、着

※詳細はモリロックオフィシャルサイト (http:

j jwww.morirock.netj)をご覧ください。

砂申込み・間合せ先・会場l::天 神山交:館(土)31-7001 FAX31-70C 

mail:manabi-t@city.uozu.toyama.jp 

盟血亘主主

演題 「中国をどうみるか」

講師 側)富山県新世紀産業機構

環日本海経済交流センター長 藤野文陪

日時 2月19日(月) 15:00'"'-J ※入場無料

申込締切 2/16住) 定員 120名

第
幻
回
魚
津
市
ピ

i
チ

ボ
l
ル
選
手
権
大
会

日
時

3
月
日
日
同

午
前

9
時
日
分
(
開
会
式
)

会
場

あ
り
そ
ド

!
ム

競
技
区
分

男
子
の
部
・女
子
の
部

※
年
齢
区
分
な
し

参
加
資
格

市
内
在
住
ま
た
は
通

勤
者
で
編
成
す
る
チ

l
ム

※
年
齢
制
限
な
し
(
た
だ
し
高
校

生
以
下
の
出
場
は
認
め
な
い
)

1
チ
l
ム
登
録

7
名
ま
で

参
加
料

1
チ
l
ム
1
5
0
0
円

申
込
締
切

2
月
M
日
出

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

魚
津
市
ビ
!
チ
ボ

l
ル
協
会

g
M
・
6
4
1
1
(
佐
伯
)

主皇宮町E何到畷2・if.Il!叩而岡市扇町

1 建築用図面(平面図)の作成方法を学びます。

|日時 2/26(月)・ 27(火)・28(7.1<).3/5伺)・6(火)

18:00'"'-J21 :00 

1 受講料 4，000円 定員 20名(申込み順)

申込方法電話にて受付 申込締切 2/20伏)

砂申込み・間合せ先・会場

魚津地域職業訓練センタ-()II縁121-1)

ii24-9579 FAX23-9151 
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今月のお知らせ !!!!!!!!!!!!!!!

森
の
ゆ
め
市
民
大
学

受
講
生
募
集

「
森
の
ゆ
め
市
民
大
学
」
は
、

各
界
で
活
躍
し
て
い
る
個
性
豊
か

な
講
師
を
招
い
て
、
年

6
回
の
講

座
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

た
だ
い
ま
第

6
期
の
受
講
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー

ム
ペ

l
ジ

(
F
2
H
Y
¥
¥
当
者
宅
・

5
2
1

守
・包

¥tω
E
5
5¥)
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

募
集
定
員

1
0
0
0
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

受

講

料

個
人
1
万
円

法
人

3
万
円

(
無
記
名
2
名
分
)

申
込
方
法

次
の
必
要
事
項
を
記

入
の
上、

ハ
ガ
キ
・

F
A
X
・

メ

l
ル
の
い
ず
れ
か
で
お
申
込

く
だ
さ
い
。

-・・1lY4~ヨ~~~
新規・継続

(いずれかを明記)
.郵便番号

・住所
・氏名(ふりがな)
.電話番号

・性別 ・年齢
.メールアドレス
(お持ちの方のみ)

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

干

9
3
7
・
0
0
1
3

天
神
野
新
1
4
7
番
地
1

森
の
ゆ
め
市
民
大
学
事
務
局

岱
乱

・
7
0
0
2

Mm
乱

・
7
0
0
5

5mwFE
E
S
5
@
2
2
12
・は

中
央
通
り
名
庖
街

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

定
耳
ガ

ヨ
同W
観
m
A

i
」
問
均
・

1
1

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
と
は
、

商
売
の
経
験
は
な
い
が
自
分
の
お

屈
を
聞
き
た
い
と
い
う
方
に
、
商

庖
街

・
商
工
会
議
所

・
市
が
協
力

し
て
出
自
の
お
手
伝
い
を
す
る
貸

し
居
舗
の
こ
と
で
す
。

募
集
数

1
居
舗

応
募
資
格

自
分
の
お
屈
を
持
つ

て
い
な
い
方

出
庖
期
間

1
年
間

家
賃

月
1
万
円

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

中
央
通
り
イ
ベ
ン
ト
ホ

i
ル

8
M

・
7
8
0
9

2
月
の
歩
こ
う
会

ラ
イ
ト
レ

l
ル
で
岩
瀬
浜
駅
ま

で
行
き
、
岩
瀬
の
町
を
散
策

(
6

M
と
9
1
m
)
し
ま
す
。

日
時

2
月
お
日
同

午
前
9
時
J
R
魚
津
駅
集
合

J

R
富
山
駅
下
車
(
北
口
)

V
問
合
せ
先

魚
津
歩
こ
う
会

8
μ
・
3
1
2
3
(盛
永
)

魚
津
建
築
高
等
職
業

訓
練
校
訓
練
生
募
集

訓
練
修
了
者
に
は
、
県
知
事
の

認
定
修
了
書
が
交
付
さ
れ
、
国
家

試
験

2
級
技
能
士
の
受
験
資
格

(
学
科
試
験
は
免
除
)
が
得
ら
れ

ま
す
。

訓
練
期
間

2
年
間
(
月
5
回
)

毎
週
水
曜
日
及
び
第
2
土
曜
日

申
込
締
切

3
月
幻
日
樹

※
経
費
は
事
業
主
負
担

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

魚
津
建
築
高
等
職
業
訓
練
校

2
n
・
5
0
7
8

簡
易
郵
便
局

受
託
者
募
集

日
本
郵
政
公
社
で
は
、
「
加
積

簡
易
郵
便
局
」
(
平
成
同
年
叩
月

1
日
か
ら
窓
口
業
務
を
休
止
中
)

お
よ
び
「
松
倉
簡
易
郵
便
局
」
の

業
務
を
受
託
い
た
だ
け
る
個
人

・

団
体
・
法
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

簡
易
郵
便
局
と
は
、
日
本
郵
政

公
社
が
個
人
、
地
方
自
治
体
、
農

協
、
民
間
会
社
等
に
窓
口
業
務
を

委
託
し
、
運
営
し
て
い
る
郵
便
局

の
こ
と
で
す
。

受
付
締
切

2
月
お
日
附

応
募
資
格

旧
簡
易
郵
便
局
付
近

で
受
託
事
務
を
行
う
た
め
に
、
必

要
な
施
設
を
確
保
で
き
る
方

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

魚
津
郵
便
局
総
務
課

8
n
・
0
4
0
0

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス

モ
ニ
タ
ー
の
募
集

電
気
通
信
サ

ー
ビ
ス
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
協
力
し
て
い

た
だ
け
る

モ
ニ

タ
ー
を
募
集
!

対
象

電
話

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
の
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関

心
が
あ
る
満
別
歳
以
上
の
方
。

(
た
だ
し
総
務
省
及
び
電
気
通

信
事
業
者
に
勤
務
経
験
の
あ
る

方
お
よ
び
そ
の
家
族
を
除
く
)

活
動
内
容

①
総
務
省
が
実
施
す
る
ア
ン
ケ
l

ト
調
査
(
年
2
回
)
へ
の
協
力

②
総
務
省
が
開
催
す
る
モ
ニ
タ
ー

会
議
へ
の
出
席

③
メ

l
ル
モ
ニ
タ
ー

モ
ニ
タ
ー
期
間

平
成
四
年
4
月

1
日

()
平
成
加
年
3
月
白
日

募
集
人
員

北
陸
3
県
で

ω名

募
集
締
切

2
月
日
日
開

※
応
募
方
法
の
詳
細
は
左
記
ま
で

V
問
合
せ
先

総
務
省
北
陸
総
合
通
信
局

岱

0
7
6
・2
3
3
・4
4
2
2

国
際
交
流
員
ラ
イ
ア
ン
の

「∞ぺ
ω
の
才

ω伸
一

国
際
交
流
員
ラ
イ
ア
ン
の
英
会

話
教
室
。
事
前
申
込
み
不
要
。
英

語
が
話
せ
な
い
初
心
者
の
方
も
お

気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

日
時

2
月
6
日

ω・
初
日

ω

午
後
7
時

1
8時
半

会
場

2
階
第
1
会
議
室

V
問
合
せ
先

市
民
課
国
際
・男
女
参
画
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
係
(
l
階
②
窓
口
)

宮

川
ω
・1
0
1
7

船
新
川
青
年
会
議
所

2
月
度
公
開
例
会

日
時

2
月
日
日

ω午
後
7
時
(
)

会
場

ホ
テ
ル
サ
ン
ル

i
ト
魚
津

演
題

「
子
供
た
ち
の
こ
こ
ろ
を

狂
わ
す
ジ
ヤ
ン
ク
フ

1
ド
と
青

少
年
犯
罪
」

V
問
合
せ
先

刷
新
川
青
年
会
議
所

窓
辺

・
5
9
7
6

半
台

臥健
群

ぱ
↑三

口
U

U

日
VA1
料

さ

1
4ノ
無

市

一汁

品

白
阿

J
F
3
J

講

O
※
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W治形~i}
n
J
ι
n
u
n
U
守

F

桃
山
雪
ま
つ
り
開
催

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
や

ス
ノ

l
モ
ー
ビ
ル
、
ジ
ャ
ン
ボ
滑

り
台
、
雪
遊
び
エ
リ
ア
が
無
料
で

体
験
で
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
飲
食

コ
ー
ナ
ー
(
有
料
)
も
あ
り
ま
す
。

日
時

2
月
M
日
凶

午
前
日
時

i
午
後
2
時

会
場
魚
津
桃
山
運
動
公
園

※
積
雪
状
況
に
よ
っ
て
内
容
が
変

更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
o

v問
合
せ
先

魚
津
桃
山
運
動
公
園

2
2
・0
0
7
7

今月のお知らせ

....・藍墨ヨ
南米、アマゾン川を代表する魚アロワナの魅

力を紹介します。どなたでも参加できます。

日時 2j4(日)・11(日)・12(月)・18(日)・25(日)

13:40"-' (約15分)

会場水族館2階ジャングjレ水槽前

※参加無料・要入館料

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

-m
あ
り
そ
ド
ー
ム

室
内
だ
か
ら
寒
く
な
い
。
暖
房

完
備
!
天
候
に
左
右
さ
れ
ま
せ
ん
。

日
時

2
月
日
日
同

午
前
9
時

i
午
後
2
時

会
場
あ
り
そ
ド
ー
ム

産
業
展
示
ホ

l
ル

寅
次
回
は

4
月
却
日
明
・
初
日
明

出
展
者
募
集
中
!

V
問
合
せ
先

制
側
魚
津
市
体
育
協
会

岱
お
・

9
8
0
0

2j25(日)まで

水族館正面入り口

期間

会場

2
0
0
7
ポ
リ
テ
ッ

ク
ビ
ジ
ョ
ン
・
m
魚
津

北
陸
職
業
能
力
開
発
大
学
校
の

教
育
訓
練
の
成
果
を
展
示
・
発
表

し
、
も
の

J

つ
く
り
技
能
の
大
切
さ

を
紹
介
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日
時

2
月
日
日
倒
・
汀
日
出

午
前
日
時

l
午
後
4
時
半

会
場
新
川
文
化
ホ
!
ル

テ

ー

マ

「

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

も
の
と
っ
く
り
へ
の
挑
戦
」

内

容

記

念
講
演

・
ロ
ボ
ッ
ト
競

技
・

もの、、
つ
く
り
大
賞
発
表
・

研
究
発
表
お
よ
び
展
示

※
入
場
無
料

V
問
合
せ
先

北
陸
職
業
能
力
開
発
大
学
校

S
M
・5
5
5
2

希少淡水魚の置かれている現状と日本の水族

館での繁殖・保存の取リ組みの様子を紹介する

展示を開催しています。

会場水族館 3階特別展示室

色白~fd言明王宮古田陶~:ItJ葛~
水族館に水の中の天使が大集合!

期間 3j4(日)まで会期延長

2月の休館日 5伺)・13(火)・19(月)・26(月)

※要入館料

J
E
T
世
界
祭
り

2
0
0
7
開
催

富
山
県
在
住
の
外
国
人
た
ち
と

一
緒
に
異
文
化
体
験
し
ま
せ
ん
か
?

ス
テ
ー
ジ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、

民
族
衣
装
試
着
体
験
、
外
国
語
講

習
会
、
出
身
国
紹
介
ブ

l
ス
な
ど
。

気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
!

日
時

2
月
4
日
同

午
前
日
時

i
午
後
4
時

会
場
富
山
市
民
プ
ラ
ザ

V
問
合
せ
先

と
や
ま
国
際
セ
ン
タ
ー

8
0
7
6
・4
4
4
・2
5
0
0

三岡崎事軍司... ~~相臨

まつほaつくリやどんぐりなどを使った工作コーナー

日時 土・日・祝日

10:00""'-'・14:00""'-'
※参加料・材料費は不要

要入館料(中学生以下無料)

:司丘ff'{!

市内13校の小学生が、命の大切さと環境につ

いて学びながら飼育・観察してきたサケの稚魚、

を、鴨川ほか市内各校区の河川に放流します。

大きく育ったサケが、元気に戻ってくる日を

待ちましょう。

日時 3/2(金) 15:30 
場所 鴨川ほか市内各校区の河川

V問合せ先教育総務課(第2分庁舎)H23-1044 

ウオークラリー冬、なんだろうBOX、着せ替

え雪だるまなどもあるよ!

2月の休館日 5(月)・13(火)・19(月)・26(月)

※冬期間、マリンゲート(海の駅側出入口)は、

閉鎖しています。

開館時間 8:30"-'21 :30 (日曜・祝日も同じ)

トレー二ングルーム利用時間

平日・土曜 10:00"-'21 :30 日曜・祝日 10:00"-'17:00

ランニングコースの利用できない日 2/1附

2007年.2月号市吉

ヨfZ量広三一ー-----
きれい、ふしぎ、おもしろい!学芸員が魚津

で見つけたいろんな自然を紹介 l

会場埋没林博物館展示通路

田町宮画事担恒宅建医事~ヨ窃E宏司￠
「浮き島」冬の霊気楼を観察してみよう。実

験もあるよ!

日時 2j18(日) 10:00"-' 12:00 

対象小学生~一般 定員 30名

※参加無料、悪天候のときは室内で講習

19 



lJ ウ工ヌJトのf捗イズダウ沢慨アップ! V問合せ先

・魚津市健康セ ンタ ー

fi24-3999 
・健康セ ンタ ー内

子育て支援セ ンタ ー

「のびのび」

fi24-0415 
・魚津愛育圏内

子育て支援センター

「あいあい」
fi25-0375 

2/H木:)~7(別は、生活習慣病予防週間です。

高血圧、高脂血症、糖尿病などの生活習慣病には、内臓脂肪型肥満が大

きく関わっていることがわかってきました。このように、内臓脂肪型肥満

によってさまざまな病気が引き起こされやすくなった状態を『メタポリ ツ

クシンドローム』といいます。

内臓脂肪はっきやすく、 落ちやすい脂肪ですので、日々の食事や運動を

心がければ減らすことは十分に可能です。日頃の生活習慣を振り返り、で

きるところから少しずつ工夫していきましょう。生活習慣の見直しに、健

康相談会もご利用ください。

高血圧や高脂血症、糖尿病な

どが気になる方を対象にした健

康相談会です。

実施日 2/2幽・16倒・28(7附

受付時間 13:30'"'--'14:00 

(相談時間は約1'"'--'2時間)

健康センタ-

健康手帳

L一一 必要な方は竺がね

会場

持ち物

あなたは大丈夫?

①ウエス卜(へその高さ)周囲径

男性85cm以上、女性90cm以上

②中性脂肪値150mg/dl以上

または卜-jDLコレステロ-)レ40mg/dl未満

③最大血圧130mmHg以上または最小血圧85mmHg以上

④空腹時血糖値110mg/dl以上

女①に該当し、かつ②~④のうち 2項目以上に該当

したあなたは、メタボリツクシンドロームかもしれ

ません。

機能訓練 I 
介護に至らないための教室や

相談などを行います。

| 初めて参加される方は、事前

にお申込みください。

実施日 2/6(火)・ 13(火)・ 20(火)

27(*) 

|時 間 9:30'"'--'11 :30 

会場健康センタ-

内臓脂肪を減らすために

①バランスのよい食事を心がけ、脂肪

や糖分が多いものの摂リ過ぎに注意

しましょう。

②日常生活の中で、意識して身体を動

かすように努めましょう。

③お酒は適量を守りましょう。

平成18年度基本健康診歪結果
(40'"'--'64歳)

受診者数 2，207名
大健診結果で異常があった方

の人数(割合)
血圧測定 857名 (38.8%)
脂質検査 1，250名 (56.6%)
血糖検査 260名 (11.8%)

-厩奮E罫E罪調理窟君事Eヨ・
・・t:，?霊園亙翠ヨ・・
1 日時 2/L

対象心の病気をもっ方の家族

(魚津市在住の方)

内容講義と座談会

「統合失調症(精神分裂病)

の症状と生活障害・薬物

治療について」

講師新川厚生センタ-魚津支所

精神科嘱託医葛野洋一

V申込み・問合せ先・会場

新川厚生センター魚津支所

地域健康課

H24-0359 

あ
な
定
巴
ち
で
き
る

が
JA
定
九
l
一弁
護
予
刷防

料
理
や
旅
行
、
園
芸
な
ど
の
趣
味
活
動
や
囲
碁
、
将
棋

な
ど
頭
を
使
う
こ
と
や
、
「
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
」
と
い
っ
て

普
段
の
生
活
で
体
験
し
た
こ
と
を
思
い
出
す
機
能
を
積
極

的
に
使
う
こ
と
は
、
認
知
症
の
予
防
に
役
立
つ
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
時
に
は
、
一
日
の
生
活
を
振
り
返
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

ち
な
み
に
、

一
昨
日
の
夕
食
は
何
を
食
べ
ま
し
た
か
っ
・
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5司 母子手帳、予防接種は予診票

会場健康センタ-隆盛盛温同
内容 対象者 実施日 受付時間

(第1子)
4か月児健診

満4か月児
2/8(:木)13:00"" 13: 15 

健
股関節脱臼検診 3/1(木)(第2子以降)

康
13:15""13:30 

E主~
1歳 6か月児健診 平成17年7月生まれの児 2/6(火)13:00"" 13:30 

査

3歳児健診
平成15年8月生まれの児

2/21(水)13:00""13:30 
事前に案内を送付します

教 パパとママの育児教室 妊婦とその家族
2/24(土)12:45"" 13:00 

室 (先着16組) (要予約)

第3以外の
のびのび広場 乳幼児とその家族 水曜日と 9:30""11 :00 

毎週金日曜

月曜から金曜
あいあい広場 お休みは

広 会場子育て支援セン 乳幼児とその家族 2/2佳) 9:30""11 :00 
場 ターあいあい 7(7)<) 

9('金)

赤ちゃん広場
生後6か月までの児と 2/21(水) 9:30""11 :00 
その家族

ごっくんルーム
生後6か月児 2/21(水) 9:30""10:15 

(栄養相談)

BCG 生後2""'6か月未満の児 2/22(ポ 13:00"" 14:00 

ジフテリア
市内指定医療機関で体

予
百日せき 生後 3""'90か月未満の児

調のよい時に接種して く
防

破傷風混合 ださし¥。
接

(第1期)
※麻しん風しん混合第2期

種
生後12""'24か月未満の児

の接種期間は平成19年3
麻しん

(第2期)
月末固までです。まだ

風しん混合
平成12年4月2日~

受けていない方は早め

平成13年4月1日生まれの児
に受けましょう。

んや宇つ

「に子
/
れ
桜

川
葉

t
-川旧

L
f木
z

2日の育l見サロシ
対 象:未就園児とその家族

受付時間:9:00""'-'9・45(一部除く)

※参加は自由・お問合せは各園ヘ

実施日 dZbミh 場 内 容

経田幼稚園 おやつ作り

2/7(71<) 

経団保青園 おおき くなりました

13(:刈 住吉保青園 みんなで遊ほlう

片員保育園 みんなで遊ぼう

14(:水)

西布施保育園 みんなで遊ぼう

21 ~J<) 松倉保育園 みんなで遊ぼう

22(:木)野方保育園 一緒に遊ぼう

富
山
労
災
病
院

神
経
内
科
部
長

久
保
雅
寛

レ
ビ
i
小
体
型
認
知
症
の
お
話

レ
ビ

i
小
体
型
認
知
症
と
い
う
病
名
を
ご
存
知
で
す
か
?
認
知
症
の

中
で
は
、
ア
ル

ツ
ハ

イ
マ
!
型
認
知
症
や
脳
血
管
性
認
知
症
に
つ
い
で

多
い
と
さ
れ
、
認
知
症
全
体
の
約

2
割
を
占
め
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
代
表
的
症
状
で
あ
る
①
も
の
忘
れ
な
ど
の
ほ
か
に
、

②。
ハ
l

キ
ン
ソ
ン
病
と
同
じ
く
手
足
が
震
え
た
り
、
転
び
や
す
く
な
る
な
ど
の

症
状
が
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
の
特
徴
と
し
て
、

③
意
識
が
は
っ

き
り
し
て
い
る
と
き
に
、
現
実
感
の
あ
る
具
体
性
を
帯
び
た
幻
視
が
現

れ
ま
す
。
さ
ら
に
④
症
状
が
日
に
よ
っ
て
変
動
し
ま
す
。
⑤
夜
寝
て
い

る
と
き
に
暴
れ
る
な
ど
の
レ
ム
睡
眠
行
動
異
常
と
呼
ば
れ
る
症
状
が
で

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

た
ん
ぱ
く
質
の
一
種
で
あ
る
レ
ビ

l
小
体
が
、
脳
の
大
脳
皮
質
な
ど

に
で
き
て
、
神
経
細
胞
を
障
害
す
る
た
め
に
発
症
す
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

根
本
的
治
療
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
前
記
の
症
状
に
対
し
て
ア
ル
ツ

ハ

イ
マ

l
型
認
知
症
で
使
用
さ
れ
る
薬
や
抗
精
神
病
薬
、
抗
パ
!
キ
ン
ソ

ン
病
薬
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
処
方
し
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
病
気
は

少
量
の
薬
に
も
敏
感
に
反
応
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
著
し
く
改
善

す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
効
き
す
ぎ
て
か
え
っ
て
悪
化
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

患
者
さ
ん
と
の
応
対
で
の
注
意
点
は
、
幻
視
な
ど
の
訴
え
が
見
ら
れ

た
時
に
は
、
否
定
せ
ず
受
け
止
め
て
あ
げ
る
。
ま
た
現
実
的
な
訴
え
が

多
い
の
で
、
周
囲
の
人
が
振
り
回
さ
れ
な
い
よ
う
気
を
つ
け
る
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
介
護
を
し
て
い
る
方
の
負
担
が
大
き
い
病
気
な
の
で
、

こ
の
こ
と
に
も
理
解
を
し
て
あ
げ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

一

酔

E

E

弘

一ア

l
マ
「
心
臓
病
に
な
っ
た
ら
・
:
」
ー
そ
の
後
の
管
理
と
予
防
;

日
時

2
月
お
日
間
午
後

6
時
半

講
師
富
山
労
災
病
院
循
環
器
内
科
医
師
加
藤
文
彦

V
問
合
せ
先
・
会
場
富
山
労
災
病
院

a
n
・
1
2
8
0
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Et主主事~~緬;::r!;直前E軍司

2/19(月)'"'-'23働は蔵書点検

のため、図書館の利用はで

きません。

回理
2/5(月)・11(日)・12(月)

19(月)'"'-'23働・26(月)

「
お
う
ち
で
楽
し
む
に
ほ
ん
の
行
事
」

広
田
干
悦

子

著

い
そ
が
し
い
毎
日
で
す
が
、
た
ま
に
は

季
節
の
風
を
感
じ
な
が
ら
す
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
月
ご
と
に
季
節
の
楽
し
み
が
た

く
さ
ん
つ
ま
っ
て
い
ま
す
。
季
節
が
あ
る

豊
か
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
行
事
を

紹
介
し
た
イ
ラ
ス
ト
や
文

・
写
真
は
、
何

か
お
だ
や
か
な
気
分
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

2
月

3
日
は

節
分
で
す
ね
。

さ
っ
そ
く
家

族
で
豆
ま
き

を
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

「おはなしを楽しむ会」 のみな

さんに絵本を読んでもらいます。

2/3(出・10(出・ 17(出・24(出

10:30'"'-' 

!歴史講座(会 9 回 I
-第6回 「白山の古伝(2)J
日時 2/3(士)10:30"'--' 12:00 
講師団口正弘

-第7回「魚津の遺跡と近年の発掘調査」

日時 2/17(却 10:30"'--'12:00 
講師魚津市学芸員塩田明弘

※受講料無料

楽
し
く
え
ら
ん
で
こ
の囲

網
閏

中
庭
の
出
来
事

恩

田

陸

雷

神

の

筒

山

本
兼
一

血
涙
上
・
下

北
方
謙
三

パ
リ
の
猫
の
一
日
は
と
て
も
長
い

村
上
香
住
子

天
使
の
眠
り

岸
田
る
り
子

オ
モ
チ
ャ
箱
・
{
女
吾
探
偵
控

野
崎
六
助

田
岡

M
W
歳
か
ら
の
心
理
学

香
山
リ
カ

大
人
が
絵
本
に
涙
す
る
時柳

田
邦
男

定
年
後
の
た
だ
な
ら
ぬ
オ
ジ
サ
ン

足
立
紀
尚

野
の
花
の
入
院
案
内

徳

永

進

社
歌

弓
狩
匡
純

子
規
の
コ
コ
ア
・
激
石
の
カ
ス
テ
ラ

坪
内
稔
典

修
羅
場
を
く
ぐ
っ
た
広
報
マ
ン

島
小
八
口
泰
彦

阿
部
伊
都
子

伊
都
子
の
食
卓

冊

E~~~ヨ同区2

2/25(日)14:00'"'-' 

「上海帰リ のリjレ」

EE語'n1!!，"現主[:]

l
l
J
 

まさ-、
工

~
月

十十
日

初

沢

三

訟

は

山

料

1

古
同
無

柑

マ

費

位

一

掃

岡

山

U

テ

調

教

相
思
空
し
く
|

陸
奥
宗
光
の
妻
亮
子

大
路
和
子

「ぶる倉乙歴史講演会1
2/25(日)10:00'"'-' 12:00 
富山市埋蔵文化財センタ一

所長 藤田富士夫

「縄文人の数字認識」

図書館2階視聴覚室 ※入場無料

日時
講師

演題

場所

j

新
刊
図
書
か
ら
の
ご
案
内
j

お
ね
が
い
の
木

と
も
だ
ち
の
実

ほ
ん
だ
み
ゆ
き

ダ
ヤ
ン
と
王
の
塔

池
田
あ
き
こ

ゆ
き
の
し
た
の
な
ま
え

ク
ロ

ー
ド

・
マ
ル
タ
ン
ゲ

は
ね

l
る
の
た
ん
じ
よ
う
び

村
山
桂
子

い

つ

ぼ

に

ほ

さ

ん

ぽ

!

い
と
う
え
み
と

は
じ
め
て
の
ゆ
き
の
ひ

パ
ー
ネ
ッ
ト
・
フ
ォ
ー
ド

⑧
む
シ
ヲ

l
疋
よ
り
一

⑨
聞
圃
圃
圃
圃
圃
一

勢ヤて

開

館

時

間

午

前

9
時
半
か
ら
午
後

6
時

休

館

日

日
曜

・
祝
日

824-2402 

3 (封 10:30 節ど(参ん分加立絵I費かが1でわ00て円りく絵る申か巻込お寿楽み司し1み日の附絵巻ま寿で司) 

卓初先球教室8 (木)16:00 めての だちも大歓迎!
生が楽友しくお しえてくれるよ

13 (火)15:30 おか(参絵わ加か費き50パチ円ンョ)コパンケーキ

いい ケーキをつくろう

大町こぱと823-5133 

5 (月)15:00 楽プレーパスがやがってくる!
しいゲーム もりだくさん

13 (火)
15:30 チ(定ョ員コ1っ日3と0名ラス参ク加費50割円)下

14 (水) 力リッとしたチョコレートラスク るよ

26 (月)15:00 ひお(定いな員しまい30つお名抹り茶参おと茶加お会費菓5子0を円い)ただきます

本江つぱめ

ゆ 823-1777 

13 (火)15:30 食ス(定べマ員てイ4も0プリ名レーゼ参チン加ョトコ I 

費して5も0円みん)なこッコリ!

15 (木)15:30 
身プ近チなひ物なでか小ざさりなおひな様を作るよ!16 住)15:30 

17 出 14:00 

22 (木)
15:30 チ正ャユレンジ!あそばん会つ

23 (金) 1 閣のきろくにちょ せんだ !

経田d議、かもめひばり 六郎丸823-0500

7 (水)
ななわわととびびの記達録人会になれるのは誰かな?8 (木)

9 倒

10 (封 14:00 ひふ(定わば員ふりわ30レサ名スクサ参トク加ラの費ンチ50円)T 
チョコ/イを作るよ

24 (::t) 14:00 パンパープール大会ぱ
優勝めざしてがん ろう!

女「日曜開館しますJ 各児童センターでは以下の日程で日曜開館をしています
開館施設 第1日曜日一-こぱと児童センタ- 第2日曜日一-かもめ児童センタ-

第3日曜日・・・つぱめ児童センタ- 第4日曜日・・・ひぱ'リ児童センタ-
第5日曜日一休館日
1 O:OO~ 16:00 ※幼児は保護者の同伴が必要です。

22 

開館時間



23 

2 
3 

4 

5 
6 [(山
7 
8 
9 

10回引鞍ヲffEZ大会

建国記念の白
魚津の朝市

2007桃山雪まつり

7:00"-'海の駅「霊気楼」
11 I(日)1魚津市消防団体育訓練大会

10:00"-' 桃山運動公冨C_"P19)
241(土，)1裁判員制度全国フォーラム 2007in富山

10:00"-' ありそドーム
ウインターマーチング 2007
14:00"-' 新川文化ホール

13:30"-' ボルフアートとやま
V問合せ先 富山地方裁判所 076-431-3810

魚津の朝市
学びの森音楽祭 5周年コンサート

~池辺晋一郎のゆかいなクラシック講座~
12 .(月) 15:00"-' 新川文化ホ-)以降P17)

7:00"-'海の駅「雲気楼J
251(日)12月の歩こう会C_"P18)

9:00 j R魚津駅集合岩瀬の町を散策
第5回大町ユニホック交流大会

9:00"-' 魚津市総合体育館
V問合せ先魚津歩こう会 24-3123C盛永)

13腿〕
14路
15 [~栂

確定申告相談開始(惨P8)
16働 2007ボリテックピジョン in魚津 C，，-，17日)

10:00"-' 新川文化ホールC_"P19)

相続霊堂記・遺書・成年後見の無料相談所

川 出訓|市d員匙一品晶l文化ホ一イjゆ門 ※顔写真(縦3cmX横2cm)が必要です

9止:0∞0"-' らいちようパレ一スキ一場

国 休日当番医(診療時間/ル17:0

診療日 一般医 診療日 歯科医

2/4(日)いなば小児科医院
本新町
1i22-8888 2/4(日)平沢歯科医院

朝日町道下
1i82-0348 

11(日)吉島内科 吉島
クリニック 1i22-8825 11(日)竹島歯科医院

入善町入膳
1i74-1588 

12(月)平野クリニック
本江
1i23畑5230 12(月)西島歯科医院

入善町入膳
1i72-4848 

18(目)大崎クリニック
寿町
1i23-1001 18(日)もみの木歯科

朝日町草野
1i83-2211 

25(目)青山内科
仏田
1i25-0250 25(日)林歯科医院

入善町入膳
1i72-1324 

3/4(日)かごうら皮ふ科 吉島
クリニック 1i23-6060 3/4(日)田中博歯科医院

入善町入膳
1i74-1633 

診療時間:夜間 (毎日)19:00"-'22:00 

日曜祝日(土曜日は除く) 9 :00"-' 12:00及び 14:00"-'17:00

(黒部市民病院内 ft54-2211) 

2007年.2月号

魚津市施設管理公社 ft24-9578 

福祉パス運行衰
経団福祉センタ一行き

加積・道下・経由A2/2(金)・16(金)

片貝・天神 2/7(7}<)・14(水)・28(71<)

経回B• efi布施 2/9倒・23住)

経経田Aはま立経石田 ・江口ルート
田81 スタンド・経団魚商ルート

福祉センター百楽荘行き

大町・村木 2/3(i)・10(i)・17(土)

上野方・本江 2/6(火)・13(火)・27(火)

坪野・下中島 2/H木)・15(:木)

上中島 2/8(木)・22(木)

虎谷・痩熊 2/20(火)・24(却

V問合せ先社会福祉課高齢福祉係
C1階⑤窓口)ft23-1 007 

※福祉パスに併せて「おたっしゃ介護
予防教室」を開催しています。ぜひ
ご利用ください。

( ) 



卜
ヤ
マ
エ
ビ
は
紅
白
の
縞
模
様
が
あ

る
カ
ラ
フ
ル
な
深
海
性
の

エ
ビ
。
寿
司

ネ
タ
や
煮
物
と
し
て
食
べ
ら
れ
る
こ
と

も
多
く
、
よ
く
目
に
す
る

エ
ビ
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
富
山
湾
で
初
め
て
生
態
調

査
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
こ
の
名
前
が

付
け
ら
れ
た
そ
う
で
、
県
内
で
は
普
通

ボ
タ
ン
エ
ビ
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る

よ
う
で
す
。
た
だ
、
本
家
の
ボ
タ
ン

エ

ビ
は
別
に
存
在
し
、
そ
ち
ら
は
太
平
洋

側
で
し
か
見
ら
ま
せ
ん
。
と
い
う
こ
と

で
、
ボ
タ
ン
エ
ビ
と
は
本
来
ま
っ
た
く

の
別
の
生
き
物
。
県
外
の
人
に
説
明
す

る
と
き
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ゅ
う
せ
い
せ
ん
じ
ゅ
く

こ
の
エ
ビ
は
、
雄
性
先
熟
と
い
う
性

転
換
を
行
う
の
で
、

2
1
3
歳
が
雄
、

4
歳
以
降
は
雌
に
な
る
の
が
特
徴
で
す
。

こ
れ
は
、
よ
り
た
く
さ
ん
の
卵
を
産
む

た
め
に
進
化
し
た
結
果
だ
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

産
卵
期
を
迎

え
、
お
な
か
に
緑
色
の
卵
を
た
く
さ
ん

抱
え
て
い
る
の
は
雌
の
エ
ビ
。
私
た
ち

が
よ
く
食
べ
る
大
き
な
も
の
は
雌
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。
な
お
、
そ
の

卵
の
数
は
約

8
千
粒
。
全
て
の
卵
が
立

派
な
大
人
に
な
れ
な
い
の
は
か
わ
い
そ

う
な
気
も
し
ま
す
が
、
な
ん
と
も
た
く

さ
ん
の
量
で
す
。
ま
た
近
年
、
そ
の
漁

エビ目タラパ工ビ科タラパエビ属
Coonstrip shrimp 
日本海からベーリング海、北太平洋に広

く分布

日本では主に日本海側に生息している

分類・

英名・

生息域・

[パレン… - 企 一 ( ー でI
f究極の愛のプレゼント I 

~タツノオトシゴのプレゼントとは;:'1] I 

魚津水族館の 2月の休館日は

5日(月)13日(火)19日(月)26日(月)

獲
量
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

富
山
で
は
養
殖
し
た
稚

エ
ビ

の
放
流
も

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
水
族
館
で
じ
っ

く
り
ト

ヤ
マ
エ
ビ
を
観
察
し
て
い
る
と
な
か
な

か
面
白
い
動
き
を
目
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
ず
は
泳
ぎ
方
。
一
般
的
に

エ
ビ

は
体
を
折
り
曲
げ
て
ピ
ョ
ン
ピ
ョ

ン
と
後
ろ
向
き
に
進
む
と
思
わ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
は
驚
い
た
と
き

な
ど
非
常
時
の
行
動
。
通
常
い
い
気
分

で
い
る
と
き
は
足
を
動
か
し
、
水
中
を

ま
る
で
歩
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
進
み

ま
す
。
ち
ょ
っ

と
急
い
で
い
る
よ
う
に

足
を
す
ば
や
く
動
か
す
姿
が
な
ん
と
も

こ
つ
け
い
で
す
。
ま
た
、
飼
育
員
が

「
か
ゆ
く

て
、
体
を
か
い
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
」
と
い
う
の
は
、
足
を
上
手

に
使
っ
て
体
の
ゴ
ミ
を
落
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
。
足
を
器
用
に
使
う
姿
は
、
ま

る
で
人
間
の
よ
う
で
も
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
も
う
一
つ
が
脱
皮
の
瞬
間
。
「
殻

が
破
れ
た
か
な
」
と
思
っ
た
ら
ピ
ョ
ン
!

と
、
ア

ッ
と
い
う
聞
に
脱
皮
し
て
し
ま

う
の
だ
そ
う
で
す
。
蝶
な
ど
と
違
っ
て

と
て
も
す
ば
や
い
の
で
す
ね
。

じ

っ
と
観
察
し
て
み
る
と
、
な
か
な

か
面
白
い
ト
ヤ
マ

エ
ビ
。
ぜ
ひ
足
を
運

ん
で
観
察
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

-
備
蓄
れ
乞
匁

E

4白一

w

T

F

，T
4
・・ロ

位当

V
春
が
来
た
?
と
い
う
く
ら
い
今
年

は
暖
冬
で
す
ね
。
雪
が
降
っ
た
ら
降
っ

た
で
大
変
な
ん
で
す
が
、
雪
が
な
い

の
は
少
し
寂
し
い
で
す
。

V
県
外
の

パ
ス
会
社
か
ら
魚
津
の
積
雪
情
報
を

教
え
て
ほ
し
い
と
電
話
が
あ
り
ま
し

た
。
「
雪
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
」
と
答

え
る
と
、
相
手
の
方
は

ピ

ッ
ク

リ
し

て
「
本
当
で
す
か
?
路
肩
に
も
な
い

ん
で
す
か
」

と
疑
問
の
様
子
。
雪
国

北
陸
に
雪
が
な
い
な
ん
て
、
や
っ
ぱ

り
お
か
し
な
現
象
で
す
よ
ね
。

V
そ

う
か
と
い
え
ば
、
成
人
式
は
大
荒
れ
の

天
候
。
せ
っ
か
く
の
振
袖
が
・
:
。
で

も
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
却
歳
の
姿
は

と
て
も
ま
ぶ
し
か
っ
た
で
す
。

カ
メ

ラ
片
手
に
、
こ
れ
か
ら
の
魚
津
を
ま

す
ま
す
元
気
に
し
て
ね
と
心
の
中
で

つ
ぶ
や
い
て
い
ま
し
た
。

V
2
月
は

ボ
l
ド
に
で
も
行
っ
て
、
も
っ
と
冬

を
感
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。
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-16 -23 

-19 -190 

3 -167 
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住民基本台帳調べ(外国人登録者含む)

22，664人

46，723人

16，496世帯

24，059人女

言十

世帯数

男


